
学校番号 2002 

平成 31 年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 現代文Ｂ 単位数 2･3 単位 年次 2 年次 

使用教科書 「高等学校 現代文Ｂ」 （第一学習社） 

副教材等 
「新国語総合ガイド」（京都書房）「頻出漢字熟語 3000」（第一学習社） 

「練成現代文２＋」（尚文出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・近代以降の様々な文章を読み、知識を深め、「読む能力」を向上させましょう。 

・コミュニケーションのための「話す能力」「聞く能力」や、的確な文章で表現する「書く能力」

を身に付けるため、積極的に課題に取り組み、練習を重ねましょう。 

・本文通読・新出語句の意味調べ、漢字の予習復習を欠かさず、授業では気づいたことや疑問点等

を書き込んだノート作りを心がけ、考査前の自主学習に活用しましょう。 

・課題・提出物は、期限を守って完成させて提出しましょう。定期考査はもちろん、日々の課題や

長期休暇中の課題など、計画的な学習を心がけましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・語彙力を増やし、目的や場に沿った語句を選んで、適切に思いや考えを表現することができる。 

・文章の内容や構成を的確に理解し、登場人物の心情を読み取り、表現することができる。 

・互いを尊重し相互理解を深め、正しく意思疎通を図るためのコミュニケーション力をつける。 

・言語感覚を磨き、論理的な思考力、豊かな想像力を場面に応じて活用することができる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・

態度 
b:話す・聞く能力 c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う

力を進んで高め

るとともに、言

語文化に対する

関心を深め、国

語を尊重してそ

の向上を図ろう

とする 

目的や場に応じて

効果的に話し、的

確に聞き取った

り、話し合ったり

して、自分の考え

をまとめ、深めて

いる。 

相手や目的、意

図に応じた適切

な表現による文

章を書き、自分

の考えをまと

め、深めている。 

文章を的確に読

み取ったり、目

的に応じて幅広

く読んだりして

自分の考えを深

め、発展させて

いる。 

伝統的な言語文

化及び言葉の特

徴やきまり、漢

字などについて

理解し、知識を

身に付けてい

る。 

評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワー

クシート等） 

行動の観察 

（発表等のパフォ

ーマンスの評価） 

記述の確認及び

分析 

（ワークシー

ト、原稿用紙） 

記述の確認及び

分析（ワークシ

ート） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワー

クシート等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d e 
  

前 
 

 

期 

評
論
（
一
） 

教材 

「ミロのヴィーナス」 

 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

○ 

a:評論というジャンルに興

味を持ち、意欲的に学習

に取り組んでいる。 

d:各段落の要旨をつかみ、

全体の構成を理解してい

る。「ミロのヴィーナス」

に対する筆者の想いを読

み取っている。 

e: 文の照応関係や文章構

成についなどについての

理解を深めている。 

a: 行 動 の 観

察 

d: 記 述 の 確

認・定期考

査 

e: 行 動 の 観

察・ノート 

評
論
（二
） 

教材 

「メディアと歴史」 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

○ 

a: 語句や表現に注意して

文脈を捉え，筆者の考え

などを，間違いなく，過

不足なく読み取ろうとし

ている。 

b:気づいたことや自分の意

見をわかりやすく話し、

他人の意見を尊重する姿

勢を持つ。 

d: 人間が生み出した道具

や技術によって，私たち

が拡張された身体と社会

を生きていることの意味

を読み取る。  

e: 読むことに必要な文章

の組立て，語句の意味、

用法，表記の仕方につい

て理解している。 

a: 行 動 の 観

察 

b: 行 動 の 観

察・自己評

価・相互評

価 

d: 記 述 の 確

認・ノート・

定期考査 

e: 行 動 の 観

察・ノート・

定期考査 

評
論
（三
） 

教材 

「スポーツと 

ナショナリズム」 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

○ 

a：筆者の問題意識を把握し

ながら文章を読もうとし 

ている。 

c: 個々の段落の働きと展

開を意識しながら，文章

を書いている。 

d: 「スポーツ」と「政治」

の関連性について、筆者

の論理展開に注意しなが

ら，文章の内容を読み取

っている。 

e:新出語句の予習をし、カ

タカナ語の語彙や知識を

増やしている。 

a: 行 動 の 観

察 

c: 記 述 の 確

認・ノート・

定期考査 

d：記述の確

認・ノート・

定期考査 

e: 記 述 の 確

認・行動の

観察・ノー

ト・定期考

査 



小
説
（
一
） 

教材 

「山月記」 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

○ 

a:漢文調の文体や寓意的表

現に注意しながら、主体

的に鑑賞し、主題をとら

えようとしている。 

c：作品を通して考えたこと

を、自分の言葉でまとめ

ている。 

d:漢文調の文章のリズムや

響きを音読して味わい、

人物・心情・情景を読み

取っている。 

 e:なじみの薄い漢語の意

味を、注や辞書を参考に

正しく理解している。 

a: 行 動 の 観

察・ノート・

自己評価 

c:感想文・自

己評価・相

互評価 

d: 記 述 の 確

認・ノート・

定期考査 

e: 行 動 の 観

察・ノート・

定期考査 

詩
歌 

教材 

「二十億光年の孤独」「パ

ンの話」「永訣の朝」 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:詩歌を読む面白さを体験

し、詩歌への興味関心を

持つ。 

b:作品の感想をめぐる話し

合いに意欲的に参加して

いる。 

c:自分の感じたことを、わ

かりやすく鑑賞文にまと

めている。 

d:音読してリズムや響きを

味わい、作品にこめられ

た思いを理解する。 

e:詩歌における表現の技

巧・特徴などを理解し、

作者についておおまかな

知識を持っている。 

a: 行 動 の 観

察・ノート 

ｂ : 行 動 の 観

察・相互評

価 

c: 記 述 の 確

認 

d: 記 述 の 確

認・ノート・

定期考査 

e: 行 動 の 観

察・ノート・

定期考査 

  

        

後
期 

評
論
（四
） 

「未来世代への責任」  

 

 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

○ 

a: 論点を整理しながら，自

分の考えを表現しようと 

している。 

d: 「倫理」を否定するとこ

ろから出発した経済学

が，再び「倫理」の必要

性へと到達する逆説を読

み取っている。 

e: 語句の意味や用法の微

妙な違いについて，理解を 

深めている。 

a: 行 動 の 観

察 

d: 記 述 の 確

認・定期考

査 

e: 行 動 の 観

察・ノート・ 

定期考査 



小
説
（二
） 

教材 

「こころ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:登場人物の行動や心情、

情景などを味わってい

る。近代文学に興味を持

って取り組んでいる。 

b：作品のテーマや感想など

を積極的に発表してい

る。 

c：自分の考えを論理的にま

とめている。 

d:あらすじ・場面の展開を

正しくとらえ、主人公の

心情の推移を理解してい

る。作品主題について自

分の考えを深めている。 

e:日本近代史の流れをおお

まかに理解し、作者につ

いて知識を深めている。 

a: 行 動 の 観

察 

b: 行 動 の 観

察・自己評

価・相互評

価 

c：感想文・自

己評価・相

互評価 

d: 記 述 の 確

認・ノート・

定期考査 

e: 記 述 の 確

認・ノート・

定期考査 

評
論
（五
） 

教材 

「コンクリートの時代」 

 

 

 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

○ 

a: 文章の組立てや骨組み

を的確に捉えようとしてい 

る。 

d: 十世紀を代表する，普遍

的（グローバル）な技術

としてのコンクリートが

もたらした功罪について

理解している。 

e: 文や文章の組立て，語句

の意味，用法及び表記の

仕方などを理解し，語彙

を豊かにしている。 

a: 行 動 の 観

察 

d: 記 述 の 確

認・ノート・

定期考査 

e: 行 動 の 観

察・記述の

確認・ノー

ト・定期考

査 

評
論
（六
） 

教材 

「戦争の〈不可能性〉」 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a: 語句や表現に注意して

文脈を捉え，筆者の考え

などを，間違いなく，過

不足なく読み取ろうとし

ている。 

c:筆者の主張を正しく理解

し、わかりやすくまとめ

ている。 

d: 核兵器によって，不可能

な戦争の中に「宙吊り」

になっている現代世界の

ありようについて読み取

っている。 

e: 読むことに必要な文章

の組立て，語句の意味，

語句の用法，表記の仕方

について理解している。  

a: 行 動 の 観

察・自己評

価 

c： 記述の確

認・ノート 

d: 記 述 の 確

認・ノート・

定期考査 

e: 行 動 の 観

察・記述の

確認・ノー

ト・定期考

査 



批
評
の
ま
な
ざ
し 

教材「選べる社会の難し

さ」「空白の意味」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a: 結論の導き出し方に注

意しながら，評論を読も

うとしている。 

c：個々の段落の働きと展開

を意識しながら，文章を 

書いている。 

d：課題文を書くために必要

な情報を的確に読み取

り、求められた課題に適

した記述ができる。 

e: 具体例・説明・補足・反

証などの文章構成につい 

て理解を深めている。 

a: 行 動 の 観

察 

b: 行 動 の 観

察・自己評

価・相互評

価 

c： 記述の確

認・自己評

価・相互評

価 

d: 記 述 の 確

認・定期考

査 

e: 記 述 の 確

認・定期考

査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力 

c:書く能力  d:読む能力  e:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


